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論 文 内 容 の 要 旨
本論 文は、15世 紀 イタ リアの画 家 ピエロ ・デ ッラ ・フランチ ェスカ(1412頃 一92)の 生涯 と作品 を包
括的に考察 し、その全体像 を描 くと ともに、個 々の作品 に関す る諸問題 を総合 的に再検討 し、い くっか
の点で新 しい解釈 を試 みたモ ノグラフで あ る。
ピエロ ・デッラ ・フランチ ェスカは、 フェルメール な どとともに、20世 紀 の感性 によって再発見 され、
芸術 の殿堂 に祭 られ るよ うになった画家 である。 その研究 は、19世 紀末 か ら始 まって いたが、1927年 に
出版 されたロベル ト ・ロンギの古典 的モ ノグラフによって、本格 的な段 階に入 った といえる。そ して、
第二次大戦後、 ピエ ロ芸術 に対す る関心 の高 ま りを反映 して、多 くの研究が積 み重ね られ るこ とになっ
た。 と りわけ、1992年 の没後500年 を記念 す る修復や学会 を機 に、多数 のモ ノグラフやカ タログ、論文集
が出版 され、 あ らゆる角度か ら詳細 な研究が なされて きた。
しか しなが ら、 それ らのモ ノグラフや論文 に描かれた ピエ ロ像 は、 アメ リカの歴史家ジ ェームズ ・バ
ンカーの言葉 を借 りれ ば、驚 くほ ど 「画一的で、紋切 り型 」だ といえ る。 とりわけ、 ピエロの初期 の史
料が乏 し く、明確 な全体像 を描 くのが困難だ ったか らであ る。 しか しなが ら、バ ンカーの長年 の史料研
究を集大成 した、 『ピエ ロ ・デ ッラ ・フランチ ェスカの熟年期 におけ るサ ン ・セ ポル クロの文化』(2003
年)に よって、 ピエ ロの初期 の活動や、彼が生 まれ育 った社会 ・文化 的環境が ある程度 の輪郭がつか め
るようになった。 この研 究の よって、 それ までの ピエ ロ研 究の前提や常識 は、 その まま通用 しな くなっ
た と言 ってよい。
筆者 は、卒業論文お よび修士論文以来、 ピエ ロ ・デ ッラ ・フランチェスカの研 究を続 けて きたが、近
年の修復や史料 の発掘 による研究成果、 とりわ けバ ンカーの画期 的研究成果 を踏 まえて、 ピエロの全体
像 を見直 し、彼 の作品 に関す る諸 問題 について、総 合的に再検討 し直す には、最善の時だ と判断 し、 そ
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の仕事 に取 りかか った。その成果が、本論文であ る。
ピエ ロ ・デ ッラ・フランチェスカの生涯 と作品 を検討 す ると、他の初期 ルネサ ンスの主要画家 と比 べ、
2つ の点で際立ってい るのが分か る。
先ず、 ピエ ロが故郷 サ ン・セポル クロ と深 く関わっていた こと。イ タ リア美術 の天才た ちは、 ローマ、
フィ レンツェ、 そ して ヴ ェネ ツィア とい う究極 の美術 の中心地 と結 びっ くの を常 として いた。 その点
で、 ピエ ロは例 外的存在 であ る。
次 に、 ピエ ロは遠近法や幾何学 を深 く研 究史、当代随一の数学者 と呼べ る存在 になった、 とい う点で
ある。15世 紀 とい う中世か ら近代への過渡期 にのみ可能 だった、「数学 と美術の蜜月」の時代 の申 し子 と
して、 ピエロの絵画 は異彩 を放 って い る。15世 紀 の画家た ちは多かれ少 なかれ遠 近法 に関心 を抱 いた
が、 ピエ ロの ように数理 的知性 をもち、少な くとも3冊 の数学的著作 を残 すほ ど遠近法や幾何学に傾倒
した者 はいなかったので ある。
ピエ ロの生涯 の軌跡 を振 り返 る と、 その生涯 は職人 階級の ステイ タスか ら、商人階級のステイ タスへ
の 向上をめざ した父ベ ネデッ トや兄弟たち との生活 を基盤 とし、中世都市 国家の 「オム ・ダフェール」
(実業家)た ちのキ ャリア と類似 した ものであった ことが分か る。すなわち、 ピエ ロはアン トーニオ ・
ダンギァー リとい う二流の画家の も とで修業 し、20歳 代半 ばを過 ぎて、 フィレンツェや フェッラー ラ、
リミニ、 アレッッォ、 そ して ローマ などで仕事 を し、高 い名声 を得 た後、40歳 代末 にな って、故郷 に帰
り、サ ン ・セポルクロを拠点 に活動 を展 開 したので ある。故郷では名士 として、市や同信会 の役員 を務
め、特 に ウル ビー ノの宮廷での仕 事 を中心 にした。 こうした生涯 を送 る中で、 ピエ ロはそれ までの時代
に考 えられない、画家が数学の本 を書 くとい う学者芸術家 となったのであ る。
ピエロ ・デ ッラ・フランチェスカの芸術 の基盤 となったの は、次の3っ の文化で あった と思われ る。す
なわち、第1は 、サ ン ・セポル クロの商 人 ・職人文化、第2は 、 フィレンツェの新 しい芸術 文化、 そ し
て第3は 、 フェ ッラー ラ、 リミニ、あ るいはウルビーノな どルネサ ンスの小宮廷 の人文主義文化、 の3
つであ る。
こうした文化 的基盤 の上 に、 ピエ ロ芸術 は花 開いた と考 えられ るが、先 に も述べた よ うに、彼 は中世
都 市国家 の社会的枠組みの中で生 まれ育 った といえる。 それ と同時に、数学への傾倒 に よって、そ うし
た狭 い世界 をは るか に超 えた、作 品 を制作 したので ある。 こう した一見矛盾 した二元性 は、 ピエロ とい
う芸術家 を特徴づ けて いる。古い もの と新 しいもの、エ リー ト的な もの と民衆的な もの、装飾性 と空間
性 、地方性 と普遍性 、といった相矛盾 する要素が、融合 し調和 してい るように見 えるのであ る。そ こに、
ピエロの時代性 と、時代 を超 えた普遍 的魅力 と価値が あるように思 われ る。
本論文 は、 こうした ピエ ロの全体像 を詳細 に論 じた もので ある。 それ と同時 に、 ピエ ロの生涯 に関す
る問題点や、個々の作品 についての諸 問題 を総合的 に論 じてい る。 以下、各章 に従 って、その要 旨を述
べ ることに したい。
第1章(ピ エ トロ ・ダル ・ボル ゴ)で は、 フランク ・ダーベル とジ ェイムズ ・バ ンカーに よる初期 ピ
エ ロの活動 に関す る新史料 の発 見 を踏 まえて、 ピエ ロの生 い立 ち と画家 としての修 業 につ いて詳説 し
た。バ ンカーの研究 によって、 ピエロの生年が1411年 ない し1412年 、おそ らく1412年 であ ることが判明
した。 また、彼 の史料調査 に よって、 ピエロの父ベネ ッ トや兄弟 たちの活動が明 らかにされ た ことは、
ピエ ロ理解 に とって大 きな意義を有 してい る。 さ らに、 ピエ ロの初期 の活動 に関 しては、 まった く知 ら
れていなか ったが、10点 ほ ど発見 され た史料 によって、その輪郭が分か るようになった。残念 なが ら、
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作品 は残 ってお らず、師 と目され る地方画家 ア ン トーニオ ・ダンギ アー リの確 か作品 も現存 しない。そ
うした状況では、明確 な ことは論 じ得ないが、1438年 まで、っ ま り26歳 まで ピエロは故郷 に留 まってい
た ことが分か り、 ロンギ以来常識 となっていた、早 い段階か らフィレンツェで修業 した とす る仮説 は否
定 され るこ とになった。史料でた どりうる、 ピエロが生 まれ育 った環境 と、初期 の活動 につ いて、明確
なイメー ジを持つ ことは、非常 に重要な意味を もっ と思 われ る。
第2章(《 キリス トの洗礼》)では、ピエ ロの現存す る最 も初期 の作品 と考 えられ る(《キ リス トの洗礼》)
につ いて、 その制作年代や 図像解釈の問題 を中心に論 じた。 ピエ ロが中央パネルだけを描 いて、結局、
1460年 代 になってマ ッテオ ・ディ ・ジ ョヴァンニが全体の祭壇画 を完成 した、 この 《キ リス トの洗礼》
について は、 さまざまな側面か ら多 くの議論が なされて きた。史料 と様 式の考察か ら、 この作品が初期
の作品、バ ンカーに よれぼ、1430年 代末 に制作 され始 めた作品 と考 えうる。 また、図像学的 な解釈 にも
諸説 あるが、幾何学 的な画面構成 を主眼 として、 キ リス トの洗礼の本質 を表現 しようと意図 した もので
ある と論 じた。
第3章(フ ィレンッ ェのピエ ロ)で は、1439年 の史料 によって、 ピエ ロが ドメニ コ ・ヴェネ ツィアー
ノの協力者 として、'サン ・テジディオ聖堂の壁画制作 に加 わっていた こ とが知 られ る、 フィレンツェの
芸術 ・文化 ・社会 的環境 にっ いて考察 した。残念 なが ら、確かな こ とは分か らないが、 ピエ ロが経験 し
たで あろう芸術体験や、 ドメニ コ ・ヴェネツィアーノ とい う画家 について、 また当時 の芸術家たちの社
会的地位や 日常生活 にっ いて も考察 した。
第4章(《 ミゼ リコルデ ィア祭壇画》)では、1445年 の契約書 および近年バ ンカーが発見 した史料 によっ
て、 その制作がほぼ跡づ け られ るよ うになった 《ミゼ リコル ディア祭壇 画》にっいて、 さまざまな角度
か ら考察 した。 この作 品に関 して も、史料の発見 と修復 の成果 によって、 これ までの常識 は通用 しな く
なってい る。 こうした状況 を踏 まえて、制作年代や 図像解釈 の問題 を、 ピエ ロの生涯全体 の問題、 その
キャ リア と様 式の発展 の中で、適切 な位置づ けを考察 した。 それは、一面 で、 ピエ ロが要求 された 「伝
統」と彼が 目指 す真 の絵画 を少 しで も実現す るために、彼 の 「創意」について考察す る ことだ といえ る。
第5章(リ ミニ とルネサ ンスの小宮廷)で は、 ヴァザ ー リによって伝 え られ るフェッラー ラにお ける
ピエ ロの活動 について考察 した後 、マ ラテスタ家 の リミニで制作 された 《聖 シジスモ ン ドとシジスモ ン
ド ・マ ラテス タ》(1451年)と 《ジ シスモ ン ド ・マラテスタの肖像 》、 さらにこの時期 に制作 された と考
え られ る 《聖 ヒエロニムス》(1450年)と 《聖 ヒエロニ ムス と寄進者 》に関す る考察 を加 えた。初期ルネ
サ ンスの最 も個性 的な人物 の一人、 シジスモ ン ド ・マ ラテスタ とその宮廷 について も、 その概略 を述べ
た。シジスモ ン ド ・マ ラテスタが ピエロに描かせ た壁画 に関 しては、特 にその私 的奉納画 としての性格
を強調 した。
第6章(《 聖 十字架物語》壁画)で は、 ピエロ ・デ ッラ ・フランチ ェスカ畢生 の大作、 アレッツォ、サ
ン ・フランチ ェス コ聖堂 の 《聖十字架物語》壁画 にっ いて、関係史料 を検討 し、制作年代、壁画全体 の
図像学的 な構成 、修復 の成果 を踏 まえての技法や制作 プロセ スな どを総 合的に考察 した。壁画の図像学
的構成 に関 して は、出典 となったヤ コブス ・デ ・ボラギネのr黄 金伝説 』の記述 とともに、 ピエ ロの壁
画 の範 となった アニ ョロ ・ガ ッデ ィ作 のフィ レンツェ、サ ンタ ・クローチ ェ聖堂 の大壁画 と比較考察 し、
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旧約聖書 と新約聖 書の予型論的発想 による・ ピエロの壁画の独 自性 を明 らかに した。壁画制作の背景に
は対 トル コ十字軍 の プロパ ガンダが あ り・ コンス タンティヌス帝のエ ピソー ドの挿入な どに、 そ うした
い とが明 白だ とす る解釈 に対 して は・否定的見解 を示 した。幾重 にも重な る教会の伝承、ない しはフラ
ンチェス コ会の役割 な どか ら・壁画の図像や構成 は十分 に理解で きる と思われ るか らであ る。制作年代
に関 して も・1459年 のローマで の制作以前 に完成 していた と考 え うる十分 な証拠が ある と、筆者 は考 え
る。 ピエ ロの壁画制作 の態度や システ ムについて も、 以前 よりも明瞭 に考察 できるよ うにな った。 ピェ
ロはこれ まで考 え られていたよ りも、手際 よ く、システマティ ックに制作 に当たった と考 えることがで
きる。
第7章(ロ ーマ招聴)で は、1459年 に教皇庁 で 「2っ の物語画」を描いた とす るヴ ァザー リの記事 と、
一般 にピエ ロ作 とされ るサンタ ・マ ッジ ョー レ聖堂 の福音書家聖ル カを描いた壁画 断片 を中心 に
、 ピェ
ロ とローマ との関係 につ いて考察 した。 ピエ ロの ローマ招聰 は、彼の生涯で最 も特筆 すべ き出来事の一
っだが、残念 なが らヴ ァチカン宮 の作品が失われ、 ローマ滞在の消息が分か らないのは惜 しまれ る。当
時 のローマの社会 的、芸術 的環境 に対す る考察 と、 ピエロへ の影響 な どを推測 す ることしかで きない。
サ ンタ ・マ リア ・マ ッジ ョー レ聖堂 に残 る壁 画の断片 に関 しては、 ピエ ロの真筆 とは断言 しがた いが、
彼 のカ タログに入れ るのは問題 ない と考 えた。
第8章(《 キ リス トの復活》 と 《出産 の聖母》)で は、サ ン ・セ ポル クロ と近郊 のモ ンテルキにピエ ロ
が残 した 《トゥールーズの聖 ルイ》 と 《キ リス トの復活》、《ヘ ラク レス》、そ して 《出産 の聖母》にっい
て、壁画の意味 と意義 を作 品が描かれた背景か ら考察 した。 ロー マ滞在か ら帰 ると、 ピエ ロは長 い修業
と各地で制作 した ビッグ ・ビジネスの時代 を終 え、故郷 に居 を定 めて、サ ン ・セポル クロを拠点 に活動
した と考 えられ る。その故郷へ の回帰 を表現す る機会 となったのが、 自治権 の拡大 に貢献 したフィレン
ッェ貴族 に感謝 して描かれ た 《トゥールーズの聖ルイ》、お よび市の守護聖人 の像 を描 いた 《キ リス トの
復活》で あった。一 方、母 の故郷で あったモ ンテルキの小聖堂 に祭壇壁画 として描 いた 《出産の聖母》
は伝統的図像 を、ピエ ロは幾何学 的精神 と創意で新たな意味を与 えた。 また、《ヘラクレス》は改築 され
たピエ ロー族のパ ラッツォに描かれた ものだが、母 の故郷 モンテルキがモ ンス ・ヘル クリス(ヘ ラクレ
スの丘)と 呼ぼれた ことにちなむもの と解釈 されてい る。 いずれ の作品 も、 ピエロ と故郷 との結 びつ き
を再確認 させて くれ る重要 な意味 をもってい る。 この章 の最後で は、 ピエ ロー族 のパ ラッツォの拡張 ・
改築 にっいて と、建築家 として の ピエ ロの活動について、 その可能性 を考察 した。
第9章(二 つの祭壇画)で は、《サ ン ・タゴスティー ノ祭壇 画》 と 《サン ・タン トーニオ祭壇画》 とい
う、一四六〇年代 、五〇歳代 のピエ ロがサ ン ・セポル クロ とベルージアの聖堂のために制作 した祭壇画
を考察 した。残念 なが ら、 ピェ ロが故郷で制作 した最大 の祭壇画 は、解体 され中央パ ネルを初 め多 くの
パネルが失われ、現存 す るパネ ル も各地 に散逸 してい る。 しか し、4人 の聖人を描 いた大パネル と、4
点 ほ どの小パネルを観察 す ると、 この祭壇画が ピエ ロの代表作で あった ことが分 か る。 まず、 フラン ド
ル絵画 につなが る細 密描写、 ピエ ロが生涯持 ち続 けた宝石 や繊維 ・革製品な どに対 す る愛着が さ らに顕
著 にな り、伝統 的祭壇画の金地 か らも解放 されて いる。《モ ンテ フェル トロ祭壇画》との類似 も注 目され
る。一方、《サ ン・タン トーニオ祭壇画》 に関 しては、最近 の史料 の発見で、1468年 には完成 して いたこ
とが知 られ るようになった。 さまざまに議論 されて きた、変 わった形の 《受胎告知》 のパ ネル も、当所
か ら設置 されていた こと、 つま り今 日見 る祭壇画がオ リジナルの構想で あった こ とが、修復 の結果、確
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認 され た。 この祭壇画は、女子修道院 のため に制作 されたが、 図像 プログラムにも表現 にも 「女性 的性
格」(バ ッテ ィステ ィ)が 顕著で ある。 ピエロは この祭壇画で も、求め られた伝統 の中で、さまざまな工
夫 を凝 らして、現実性 と合理性 を実現 しよ うとしてい る。
第10章(《 キ リス トのむち打ち》)で は、ルネサ ンスの 「謎 の絵画」 としてさまざまな議 論 を呼んで き
た 《キ リス トのむ ち打ち》 にっいて、 さまざまな角度か ら考察 した。
フェデ リー コ ・ダ ・モ ンテ フェル トロの生涯 と人 とな り、そ して彼 の もとで のウル ビー ノ宮廷 の生活
と文化 を概 観 した後、《キリス トのむち打 ち》の考察 に入った。 まず、なぜ この作品が 「謎の絵画 」なの
か、 その特 異性 、つ ま り15世 紀絵画の枠組みか らは理解 し得 ない点 を明 らか に した。 それか ら、 ウィッ
トコーアー とカー ターに よる遠近法の分析 を紹介 し、 この作 品が初期 ルネサ ンスの遠近法絵画 のチ ャン
ピオンで あるこ とを示 した。その うえで、 さまざまに論 じられてい る図像、 ない しはイ コノロジー解釈
につ いて考察 した。私見 に よれ ぼ、 レー ヴィンが35ほ どと数 えてい る仮説 は、 その発想 の仕 方、 つ まり
キ リス トのむ ち打 ち と前面 に立つ3人 の人物 との関係 をどの ように考 え るか によって、4つ の発想 に分
類で きる。3人 が同時代 の出来事 を示 し、む ち打ちはその戴難 を暗示 す るとするタイ プ。 むち打 ちは東
方教会の銀難 とい う歴史 的状況 を示 し、3人 の人物はその救済 のために集 まったのだ とす るタイ プ。 む
ち打 ちは一般的な教会 の蝦難 を暗示 し、3人 は反教会勢 力を代表 す ると考 えるタイ プ。そ して3人 は聖
書 中の人物 で あ り、聖書 の範囲 で考 え うる とす るタイ プ、の4つ の考 え方で あ る。今 日、 コンス タン
ティノー プルへの対 トル コ十字軍 と関連づ ける第2の タイ プは、 この絵 の解釈の主流 をな してい る。私
は このタイ プを含 む、3っ の発想 に無理が あるこ とを指摘 し、 あ くまで も聖書の中で考え るべ きだ と主
張 し、一つの仮説 を提 出 した。 この仮説 は、私が修士論文 で論 じ、美術史学会で発 表 したのだ、東北大
学文学会誌 『文化』に掲載 された こ ともあって、必 ず しも広 く知 られず に現在 に至った。 その仮説 とは、
前面の3人 の人物 を福音書が伝 える、キ リス トをむち打 ちへ と追 いやった人物、つ ま り大祭 司カヤ ファ、
ユ ダ、そ してヘロデ王 とす る解釈 であ る。 この解釈 は、額縁 に記 されていたConveneruntinunum(党
を組 んで)と い う 『詩篇』の一旬 に もっ ともホ く呼応す る。 さらに、傍証 となるベ トルス・ロ ンバ ル ドゥ
スの 『詩篇 注釈書 』や、若 きユ ダの図像例 な どをあげ、 この仮説 の可能性 について論 じた。
第11章(《 モ ンテ フェル トロ祭壇画》)で は、 この祭壇画 をめ ぐる諸議論 を整理 し、 と くに眠れ るキ リ
ス トとアプスか ら吊 り下 げ られた卵のモテ ィー フについて考察 し、全体の図像解釈 と制作 の動機 と経緯
につ いて、独 自の仮説 を提 出 した。
この祭壇画 は、 フェデ リーコ ・ダ ・モ ンテ フェル トロが制作 させた唯一の本格 的祭壇画で あ り、聖堂
の空間の中 に統一 的に聖母子 と諸聖人 ・天使 を描 いた初期 ルネサ ンスで最 も独創 的な 「サ クラ・コンヴェ
ルサ ッィオーネ」(聖 会話)と 評価 されて きた。 フラン ドル絵画 の影響 も再 三指摘 されてきた。 しか し、
祭壇画の制 作の経緯 と目的は不明で、図像 に関 して もさまざまに解釈 されて きた。 と りわけ ミラー ド ・
ミースの グイダ ン トーニオ誕生 に関連づ ける仮説 と、 ダチ ョウの卵 に関す る一連 の研究 は特筆すべ きで
ある。最 も問題 とな るのは、眠れ るキ リス トとア プスに吊され た卵のモ ティー フの関連 と解釈だ と思わ
れ る。眠れ るキ リス トが ピエ タの プレフィギ ュレーシ ョンで ある ことは、 さまざ まな作例か ら明 白であ
る。注 目すべ きは、 フェデ リー コの父 グイダ ン トーニオが描かせた、サ リンベー二兄弟 に よるオ ラ トー
リオ ・デ ィ ・サ ン ・ジ ョルジ ョの壁画中の聖母子、 およびアン トーニオ ・ダ ・フェ ッラー ラによる1436
年の年紀の ある祭壇画で も眠れ るキ リス トのモティーフが採用 され、 どち らにもキ リス トの復活が描 か
れ てい る とい う点で ある。 この点 を考 え合 わせ る と、 ライ トボー ンが主張 す るように、 この祭壇画 は
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フェデ リー コの墓所 のた めに描かれた と思 われ る。 そ して グイ ダン トーニオの伝統 に従 って、 ピエロは
眠れ るキ リス トと復活 と描 くこ とを求め られ、復活 を自然な形 で表現 す るために、 アプス に卵 を吊す と
い う象徴 的解決策 を選んだので はないか、 と考 え られ る。
第12章(《 ウル ビー ノ公 夫妻 の 肖像》)で は、 ウフィツィ美術館所蔵 の二連 肖像画 について、問題点 と
諸議論 を整理 し、 このユニー クな作 品の性格 を明 らか にす るとともに、制作 の動機 と年代 を推定 した。
表面 にプロフィルの 肖像、裏面 にはインプ レーザな どの図案 とモ ッ トー という、メダルの構成 に ヒン
トを得 た と思われ る、 ウル ビー ノ公夫妻 の二連 肖像画は、制作 の動機 と年代の問題 をめ ぐって、 さまざ
まな学者 によって議論 されて きた。バ ッティスタ ・ス フォル ツァの 肖像 の裏面 に描かれた凱旋 の図に添
え られたサ ッフィカ(サ ッフォー風 のスタンツァ)が 、過去時制、つ ま り彼女の死後書 かれた もので あ
るか、 といった議論が著名な学者 によってなされて きたのであ る。 こうした議論や、作 品 に見 られ るさ
まざ まな要素 を観察分 析 し、1474年 の フェデ リー コの諸慶事 を記念 すべ く、記念 肖像画 の制作 が企画 さ
れ、亡 き妻への追悼 と感謝 を込 めて、二連 肖像画が描 かれた、 と考 え るのが最 も妥当だ とす る結論 に達
した。
第13章(数 学者 ピエ ロ)で は、ピエ ロの現存す る3っ の数学 的著作、すなわち 『算術論』、『遠近法論』、
そ して 『五正 多面体論』について考察 し、さ らには数学 ・遠近法 の研究 と実際 の絵画作品 との関係、そ して
大 きな影響 を受 けた ことは間違 いない レオ ン ・バ ッテ ィス タ ・アルペ ルティ との関係 にっいて論 じた。
ピーキ家の依頼 で書 かれた と思 われ る 『算:術論』 は商人 に必要 な算術 と幾何 学を論 じた書 であ り、 こ
れ まで1450年 頃 とす るバ ッティスティの説が受 け入れ られてきたが、 ピエ ロが故郷 に戻 った1470年 代以
降著 された と考 え られ る。 また、正多角形 か らな る5っ の立体、 いわ ゆるプラ トンの立体 を論 じた 『五
正多面体 論』は14802年 以降 に書 かれた もので あ ることが確 認で きる。 また、少なか らぬ写本で知 られ る
『遠近法論』には、 ピエロの考 え方、遠近法 を 「真 の科学」 と考 え、 それ によらない作 品に対す る称賛
は誤 った判 断で与 え られた もの と見 な していた ことが分か る。 これ らの数学的著作 におけ るピエ ロの一
徹 な研究心 と、職人的 といえる姿勢 は印象的であ る。 ピエロは遠近法や数学の研 究で、職人 階級 を超 え
た学者画家 をめざ したのであ り、 その研究 と絵画 は深 く結 びつ いて いる。 その道筋 に、 アルベ ルティが
与 えた影響 は大 きい。
第14章(晩 年 の ピエロ)で は、 ピエ ロが晩年 いかにサ ン ・セ ポル クロの 「よき市民」 として の義務 を
果た し、中世 のオム ・ダ ッフェール(実 業 家)に 比較 しうるキャ リアを送 ったか、 そ して 《セニガ ッリ
アの聖母 》、《ウィ リアムズ タウンの聖母》、そ して 《キ リス トの降誕》の晩年 の三 つの作品 につ いて考察
した。
ピエ ロは1470年 代 以降、故郷で さまざまな社会 的活動 を した記録 を残 してい る。市議会 の議員や、市
で最 も重要なバ ル トロメオ同信会の役員な どを再三務 め、兄弟 と土地の売買な ど経済活動 を したのであ
る。 こうした ピエロのキャ リア とそこに認 め られ るメンタ リティは、 ピエロ理解 に とって本質的意味を
もってい る。 こうした晩年の境地 を表 した3つ の作 品は、 いずれ もフラン ドルの影響 を色濃 く残 してい
る。 これ らの作 品につ いて、 その問題 点を考 え、妥 当 と思われ る解釈 を記 した。 そ して、最後 に目が見
えな くなった とされ るピエ ロの最晩年の 日々 と死 にっ いて、簡潔 に記 した。
最 後 に エ ピ ロ ー グ に お い て 、 ピ エ ロ ・デ ッ ラ ・フ ラ ン チ ェ ス カ の フ ォ ル ト ゥー ナ ・ク リテ ィ カ 、 つ ま
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り批評史、および研究史 を概 観 し、ピエロ芸術 の本質 につ いて簡略 に論 じた。つ ま り、その両義的性格、
新 しさ と古 さ、庶 民的要 素 とエ リー ト的要素、空間性 と装飾性、地方性 と普遍性 とい った、相矛盾 する
要素が同時に実現 し融合 している点が、 ピエ ロの最 も重要や特徴だ とい えるのであ る。 また、社会的地
位 にっ いて も、 ピエ ロは職人階級 とエ リー ト階級 の間の曖 昧な立場 にあ り、解決 しがたい二元性(バ ン
カー)を 有 してい る。 さらに、広 く歴史 を見れば、 ピエロは15世 紀 の束 の間の平和な時代 を生 きたので
あ り、彼の楽天的性格 、明澄 さ、合理性、人間 に対す る信頼、 そ して伝統的宗教性 と市民精神が 自然 に
結びついてい るのは、そ うした時代状況か ら理解 で きる。
こうした ピエ ロ ・デ ッラ ・フランチ ェスカ に関す る論考 に加 え、 ピエ ロ関係の史料 を整理 した史料年
表、最 も重要な史料であ るヴ ァザー リの伝記の新訳 、そ して 『遠近法論』 の抄訳 を付 した。最後 の 『遠
近法論』 は私のかっての論考 によるものだが、 日本 では初 めて の翻訳(抄 訳)で あ る。
本研究 は、私の卒業論文 お よび修士論文以来の ピエロ研究 の集大成で あるが、 日本におけ る出版、 そ
してで きるだ け広 い読者 を得、研究成果 を普 及す るとい う点を考慮 し、 日本の研 究者、お よび一般読者
が通読理解で きるこ とを 目指 して、執筆造本 された。そのため、註 は制 限せ ざるを得なかった。 また、
参照 した文献 に関 して も、研究史の通観 を兼 ねた文献解題風 の参考文献 を付す に とどめ、完全 な文献 リ
ス トは掲載 しなかった。 それ らにっいて は、すでに他 の研究書で参照 しうるか らであ る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、 ピエロの全体像 を詳細 に論 じた ものであ る。 それ と同時 に、 ピエ ロの生涯 に関す る問題点
や、個々の作品 についての諸 問題 を総合的 に論 じてい る。 そのため本論文で は13章 にわたって ピエロの
代表的な作 品論 をち りばめ、付録資料 として ピエロの代表 的著作で ある 『遠近法論 』の翻訳が掲載 され
てい る。
第1章(ピ エ トロ ・ダル ・ボルゴ)で は、 フランク ・ダーベル とジェイムズ ・バ ンカー 『ピエロ ・デ ッ
ラ ・フランチェスカの熟年期 にお けるサ ン ・セ ポル クロの文化』(2003年)に よる、初期 ピエロの活動 に
関す る新 史料 の発見 を踏 まえて、 ピエ ロの生い立ち と画家 として の修業 について詳説 し、 あわせ てバ ン
カーの研 究成 果を批判 的に検証 する ことで ピエ ロが生 まれ育 った環境 と初期の活動について、明確 なイ
メージ を提 示 してい る。
第2章(《 キ リス トの洗礼》)で は、ピエロの現存す る最 も初期 の作 品 と考 え られ る 《キ リス トの洗礼》
について、その制作年代や 図像解釈の問題 が中心に論 じられてい る。史料 と様式の考察 か ら、 この作品
が初 期の作品、430年 代末 に制作 され始 めた作品 であるこ とを論証 してい る。 さらに、図像学 的な解釈 に
も諸説 あるが、幾何学 的な画面構成 を主眼 として、 キリス トの洗礼 の本質 を表現 しようとした もので あ
ることを論 じてい る。
第3章(フ ィレンツェの ピエ ロ)で は、1439年 の史料 に よって、 ピエ ロが ドメニ コ ・ヴェネ ツィアー
ノの協力者 として、サ ン ・テジディオ聖堂の壁画制作 に加 わって いた こ とが知 られ る、 フィ レンツェの
芸術 ・文化 ・社会的環境 について考察 されてい る。 ピエロが経験 したで あろう芸術体験や、 ドメニ コ ・
ヴェネ ツィアー ノ とい う画家 につ いて、 また当時の美術家 たちの社会的地位や 日常生 活について も検討
が加 え られてい る。
第4章(《 ミゼ リコルデ ィア祭壇画》)では、1445年 の契約書 および近年バ ンカーが発見 した史料 によっ
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て、 その制作が ほぼ跡づ け られ るよ うになった 《ミゼ リコル ディア祭壇 画》 につ いて、 さまざ まな角度
か ら検討 されてい る。 この作 品に関 して も、史料 の発見 と修 復の成 果 によって、 これ までの常識 は通用
しな くなってい る。 こうした状況 を踏 まえて、制作年代 や図像解釈 の問題 を、ピエロの生涯全体 の問題、
そのキャ リア と様 式の発展 の中にお いて論 じられている。
第5章(リ ミニ とルネサ ンスの小宮廷)で は、ヴ ァザ ー リによって伝 え られるフェッラー ラにおけ る
ピエロの活動が明 らかに され た後、 マラテス タ家の リミニで制作 された 《聖 シジスモ ン ドとシ ジスモ ン
ド ・マラテス タ》(1451年)と 《ジシスモ ン ド ・マ ラテスタの 肖像》、 さらにこの時期 に制作 された と考
え られ る 《聖 ヒエ ロニムス》G450年)と 《聖 ヒエ ロニムス と寄進者》に関す る検討が加 え られた。シジ
スモン ド・マ ラテスタが ピエ ロに描かせ た 肖像画 に関 して は、特 にその私 的奉納画 としての性格 が強調
されて いる点 に独創性 がある。
第6章(《 聖十字架物語》壁画)で は、 ピエロ ・デ ッラ ・フランチ ェスカ畢生 の大作、 アレッツォ、サ
ン ・フランチ ェス コ聖堂 の 《聖十字架物語》壁 画につ いて、関係史料 を検討 し、制作年代、壁画全体 の
図像学的 な構成 、修復 の成果 を踏 まえての技法 や制作 プロセ スな どが総合 的に検討 されてい る。壁 画の
図像学的構成 に関 しては、 出典 となったヤ コブス ・デ・ボラギネの 『黄金伝説』 の記述 とともに、 ピエ ロ
の壁画の範 とな ったアニ ョロ ・ガ ッディ作の フィレンツェ、サ ンタ ・クローチェ聖堂の大壁画 との比較
考察が なされ、 旧約聖書 と新約聖書 の予型論的発想 に よる、 ピエ ロの壁画の独 自性が明 らか にされてい
る。制作年代 に関 して も、1459年 の ローマでの制作 以前 に完成 していた とい う新知見が提示 されてい る。
第7章(ロ ーマ招聰)で は、1459年 に教皇庁 で 「2つ の物語画」を描いた とするヴァザー リの記事 と、
一般 にピエ ロ作 とされ るサ ンタ ・マ ッジ ョー レ聖堂 の福音書家聖ルカ を描 いた壁画断片 を中心 に、 ピエ
ロ とローマ との関係 について論 じ られてい る。
第8章(《 キリス トの復活》 と 《出産 の聖母》)で は、サ ン ・セ ポル クロと近郊 のモ ンテル キにピエ ロ
が残 した 《トゥールーズの聖 ルイ》 と 《キリス トの復活》、《ヘラク レス》、そ して 《出産 の聖母》 につい
て、壁画 の意味 と意義 が作品 の描かれた背景か ら明 らかにされてい る。 ローマ滞在か ら帰 る と、 ピエ ロ
は長 い修業 と各地 で制作 したビ ッグ ・ビジネスの時代 を終 え、故郷 に居 を定めて、サ ン ・セ ポル クロを
拠 点に活 動 した。 その故郷 への回帰 を表 現す る機会 とな った のが、 自治権 の拡大 に貢献 した フィ レン
ツェ貴族 に感謝 して描 かれた 《トゥール ーズの聖ルイ》、お よび市の守護聖人 の像 を描 いた 《キ リス トの
復活》で ある。一方、母 の故郷で あったモ ンテルキの小聖堂 に祭壇 壁画 として描 いた 《出産 の聖母 》は
伝統的図像 を、ピエ ロは幾何学 的精神 と創意で新たな意味を与 えた。 また、《ヘ ラクレス》は改築 された
ピエロー族のパ ラッツ ォに描かれた ものだが、母 の故郷モ ンテル キがモ ンス ・ヘルク リス(ヘ ラクレス
の丘)と 呼 ぼれた ことにちなむ もの とされてい る。いずれ の作品 も、 ピエ ロと故郷 との結 びつ きを再確
認 させて くれ る重要 な意味 を もって いる。 この章の最後で は、 ピエ ロー族 のパ ラッツォの拡張 ・改築 に
つ いて と、建築 家 としての ピエ ロの活動 について、その可能性が解明 されてい る。
第9章(二 つの祭壇画)で は、《サ ン ・タゴステ ィー ノ祭壇画》 と 《サ ン ・タン トーニオ祭壇画》 とい
う、1460年 代、50歳 代 のピエ ロがサ ン ・セポル クロ とペルー ジアの聖堂のために制作 した祭壇画が考察
されてい る。4人 の聖人 を描 いた大パネル と、4点 ほ どの小パネル を観察 す ると、 この祭壇 画が ピエロ
の代表作であった とい う。 まず、 フラン ドル絵 画につ なが る細密描写、 ピエロが生涯持 ち続 けた宝石や
繊維 ・革製品な どに対 す る愛着が さらに顕著 にな り、伝統的祭壇画の金地 か らも解放 されてい る。《モ ン
テフェル トロ祭壇画》 との類似が注 目されてい る。一方、《サ ン・タン トーニオ祭壇画》 に関 しては、最
近 の史料の発見 で、1468年 には完成 していた こ とが知 られ るよ うにな った。 さまざまに議 論 され て き
た、変わ った形 の 《受胎告知》のパネル も、当初 か ら設置 されていた こ と、つま り今 日見 る祭壇画がオ
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リジナルの構想 であった。 この祭壇画 は、女子修道院 のた めに制作 されたが、 図像 プログラムにも表現
にも 「女性的性格」(バ ッテ ィスティ)が 顕著で あ る。 ピエロは この祭壇画で も、求 め られた伝統 の中
で、 さまざ まな工夫 を凝 らして、現実性 と合理性 を実現 しよう としてい ることが明 らか にされてい る。
第10章(《 キ リス トのむち打ち》)で は、ルネサ ンスの 「謎の絵 画」 としてさ まざまな議論 を呼んで き
た 《キ リス トのむち打 ち》 について、 さまざまな角度か ら考察 されてい る。 フェデ リーコ ・ダ ・モ ンテ
フェル トロの生涯 と人 とな り、そ して彼の も とでの ウル ビーノ宮廷 の生活 と文化 を概観 した後、《キ リス
トのむち打 ち》が検討 されてい る。 まず、 なぜ この作品が 「謎の絵画」 なのか、 その特異性、つ ま り15
世紀絵画 の枠組 みか らは理解 し得ない点が明 らか にされた。つ ぎに、ウ ィッ トコーアー とカー ター によ
る遠近法 の分析が紹介 され、 この作 品が初期 ルネサ ンスの遠近 法絵画 の最高峰で ある ことが論 じられて
い る。 その うえで、 さまざまに論 じられて いる図像、な い しはイ コノロジー解釈 につ いて検討 されてい
る。論者 によれ ぼ、 その図像解 釈 は、 レーヴィンによれ ば35通 りにな る。 しか しその発想の仕方、っ ま
りキ リス トのむち打 ち と前面 に立つ3人 の人物 との関係 を どの よ うに考 え るか とい う点 に絞 ってみ る
と、4通 りの解釈 にま とめるこ とができ る。3人 が 同時代 の出来 事を示 し、 むち打 ちはその歎難を暗示
す るとす るタイプ。 むち打 ちは東方教会 の歎難 とい う歴史的状況 を示 し、3人 の人物 はその救済のため
に集 まったのだ とす るタイ プ。むち打 ちは一般的 な教会の蝦難を暗示 し、3人 は反教会勢力 を代 表す る
と考 え るタイプ。 そ して3人 は聖書 中の人物で あ り、聖書 の範 囲で考 え うるとす るタイ プ、の4つ の考
え方で あ る。今 日、 コンス タンテ ィノープルへの対 トル コ十字軍 と関連 づける第2の タ・イブが、 この絵
の解釈 の主流 をな してい る。 しか し論者 は このタイ プを含 む、3つ の発想 に無理が あるこ とを指摘 し、
あ くまで も聖書の中で考え るべ きだ とい う一つ の仮説 を呈示 してい る。 その仮説 とは、前面の3人 の人
物 を福音書が伝 える、 キリス トをむち打 ちへ と追いや った人物 、つ ま り大祭 司カヤ ファ、ユ ダ、そ して
ヘロデ王 とす る解釈 で ある。 この解釈 は、額縁 に記 されて いたConveneruntinunum(党 を組 んで)
とい う 『詩篇』の一句 にもっ ともよ く呼応す る。 さらに、傍証 とな るペ トルス ・ロンバル ドゥスの 『詩
篇注釈書』や、若 きユ ダの図像例 な どをあげて いる。本章 は本論 の 白眉 ともいえる章で ある。
第11章(《 モ ンテ フェル トロ祭壇画》)で は、 この祭壇画 をめ ぐる諸議論 を整理 し、 とくに眠れ るキリ
ス トとアプスか ら吊 り下げ られた卵 のモ ティー フについて考察 し、全体 の図像解釈 と制作の動機 と経緯
につ いて、独 自の仮説が提 出 されている。
この祭壇画 は、 フェデ リー コ ・ダ ・モ ンテ フェル トロが制作 させ た唯一 の本格的祭壇画であ り、聖堂
の空間 の中に統一的 に聖母子 と諸聖人 ・天使 を描いた初期 ルネサンスで最 も独創的 な 「サ クラ・コンヴ ェ
ルサ ッィオーネ」(聖 会話)で ある。 フラン ドル絵画 の影響 も再三指摘 されて きたが、 しか し、祭壇画 の
制作の経緯 と目的 は不明で、図像 に関 して もさまざまに解釈 されて きた。 とりわけ ミラー ド ・ミースの
グイ ダン トーニオ誕生に関連づ け る仮説 と、 ダチ ョウの卵 に関す る一連 の研究 は特筆すべ きであ る。 こ
こで最大の課題 とな るのは、眠れ るキ リス トとアプス に吊 された卵 のモティーフ との繋が りであ る。 こ
の点 につ いて論者 は、眠れ るキ リス トが ピエタの プ レフィギ ュレーシ ョンだ としてい る。注 目すべ き
は、フェデ リー コの父 グイダン トーニオが描 かせ た、サ リンベー二兄弟 に よるオ ラ トー リオ ・デ ィ・サ ン・
ジ ョル ジ ョの壁画中の聖母子、 お よびアン トーニオ ・ダ ・フェッラーラに よる1436年 の年紀のあ る祭壇
画で も眠れ るキ リス トのモティー フが採用 され、 どちらに もキ リス トの復活が描かれてい る とい う点に
ある とい うので ある。 この点を考 え合わせ論者 は、 ライ トボー ンが主張 するよ うに、 この祭壇画 は フェ
デ リー コの墓所 のため に描 かれ た として いる。 そして グイダ ン トーニオの伝統 に従って、 ピエロは眠れ
るキ リス トと復 活 と描 くことを求 め られ、復 活 を自然 な形 で表現 す るために、 アプス に卵 を吊す とい う
象徴的解決策 を選 んだ と結論づ けて いる。
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第12章(《 ウル ビーノ公夫妻の 肖像 》)で は、 ウフィツィ美術館所蔵 の二連 肖像画 について、 問題点 と
諸議論 を整 理 し、 このユ ニー クな作品の特質 を解明 し、制作の動機 と年代が推定 されてい る。表面 はプ
ロフィルの 肖像、裏面 はインプレーザな どの図案 とモ ットー とい う、 メダルの構成 か らヒン トを得て い
る、 ウル ビー ノ公夫妻 の二連 肖像画は、制作 の動機 と年代の問題 をめ ぐって、従来 さまざ まに議論 され
て きた。バ ッティスタ ・スフォル ツァの 肖像 の裏面 に描かれた凱旋 の図に添 え られたサ ッフィカ(サ ッ
フォー風のス タンツ ァ)が 、過去時制 、つま り彼女 の死後書かれた もので あるか、 といった議論が著名
な学者 によってなされて きた。 こうした議論や、作品 に見 られ るさまざ まな要素 を観察分析 し、1474年
の フェデ リー コの諸慶事 を記念すべ く、記念 肖像画の制作が企画 され、亡 き妻への追悼 と感謝 を込 めて、
二連 肖像画 が描かれ た、 と考 えるのが最 も妥 当だ と論者 は結論づ けてい る。
第13章(数 学者 ピエロ)で は、ピエロの現存 す る3つ の数学的著作、すなわち 『算術論』、『遠近法論』、
そ して 『五正多面体論』 について考察 し、 さらには数学 ・遠近法の研究 と実際 の絵画作品 との関係、 そ
して大 きな影響 を受 けた こ とは間違 いない レオン ・バ ッテ ィスタ ・アルベル ティ との関係 にっい斬新 な
議論がな されている。 ピー キ家の依頼 で書かれた と思われ る 『算術論』 は商人 に必要な算術 と幾何学 を
論 じた書 であ り、 これ まで1450年 頃 とす るバ ッティステ ィの説 が受 け入れ られて きたが、 ピエロが故郷
に戻 った1470年 代以降著 された。 また、正多角形か らなる5つ の立体 、いわゆるプラ トンの立体 を論 じ
た 『五正多面体論』 は1482年 以降に書 かれ た もので あるこ とが確認 されている。 また、少 なか らぬ写本
で知 られ る 『遠近法論』 には、 ピエロの考 え方、遠近法を 「真 の科学」 と考 え、 それ によらない作品 に
対す る称賛 は誤 った判断で与え られた もの と見 なされていた こ とが判 明 した。 これ らの数学 的著作 にお
けるピエロの一徹 な研究心 と、職人 的 といえ る姿勢 は印象的であ る。 ピエ ロは遠近 法や数学 の研究で、
職 人階級 を超 えた学者画家 をめざ したので あ り、 その研 究 と絵 画は深 く結 びつ いてい る。 その道筋 に、
アルベルティが与 えた影響 は大 きい とい う論者 の議論 はきわめて説得 力が ある。
第14章(晩 年の ピエ ロ)で は、 ピエ ロが晩年 いか にサ ン ・セポル クロの 「よき市民」 としての義務 を
果た し、 中世 のオ ム ・ダ ッフェール(実 業家)に 比較 しうるキ ャリアを送 ったか、 そ して 《セニガ ッリ
アの聖母》、《ウィ リアムズタウンの聖母》、そして 《キ リス トの降誕》の晩年の3つ の作 品につ いて考察
されている。 ピエ ロは1470年 代 以降、故郷で さまざまな社会的活動 を した記録 を残 してい る。市議会の
議員や、市で最 も重要なバル トロメオ同信会 の役員 などを再三務 め、兄弟 と土地の売買 な ど経済活動 を
したのである。 こう した ピエロのキ ャリア とそ こに認め られ るメ ンタ リティは、 ピエ ロ理解 に とって本
質的意 味を もって いる。 こうした晩年 の境地 を表 した3つ の作 品は、 いずれ もフラン ドルの影響 を色濃
く残 している。 これ らの作品について、 その問題 点 を考え、正鵠 を射 た解釈が なされてい る。 そ して、
最後 に 目が見 えな くなった とされ るピエロの最晩年の 日々 と死 について、印象深い論考 がな され ている。
以上の分析 を総括 して、エ ピローグにおいて、 ピエ ロ ・デ ッラ ・フランチ ェスカの フォル トウーナ ・
クリティカ、つま り批評史、および研究史 を概 観 し、ピエ ロ芸術 の本質 にっいて簡 潔 に論 じられ ている。
つ まり、 その両義的性格 、新 しさと古 さ、庶民的要素 とエ リー ト的要素、空間性 と装飾性 、地方性 と普
遍性 といった、相矛盾す る要素 が同時 に実現 し融合 してい る点が、 ピエロの最 も重要 な特徴 だ とい うの
であ る。 また、社会的地位 について も、 ピエ ロは職人階級 とエ リー ト階級の間の曖 昧な立場 にあ り、解
決 しがたい二元性(バ ンカー)を 有 している。 さ らに、広 く歴史 を見 れば、 ピエ ロは15世 紀 の束 の間の
平和 な時代 を生 きたのであ り、彼 の楽天的性格、明澄 さ、合理性、人間 に対す る信頼、 そ して伝統的宗
教性 と市民精神が 自然 に結びっ いてい るのは、 そう した時代状況 か ら理解 され る と結論づ けてい る。
こうしたピエ ロ ・デ ッラ ・フランチェスカに関す る論考 に加 え、 ピエロ関係の史料 を整理 した史料年
表、最 も重要 な史料であ るヴァザー リの伝記の新訳、 そしてr遠 近法論』の抄訳 が付 され てい る。最後
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の 『遠近法論』 は日本では初 めての翻訳(抄 訳)で あ り、研究者 のみな らず広 く一般 に も資 す るところ
が大 きい。
この研究 は、従来の ピエロ ・デ ッラ ・フランチ ェスカ像 を大 き く書 き換 えるもの となってお り、説得
力 あ る研究 となってい る。 したが って本研究 は、 この研究領域 の今後 の展開 に寄与 す るところ大で ある
と見 る ことがで きる。以上 の理 由か ら審査委員会は一致 して、本論文 の提出者 は、博士(文 学)の 学位
を授与 され るに十分な資格 を有す る もの と判断 した。
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